
タイ国チェンマイにおける
ＳＤＧｓに関する取り組み

株式会社ナカムラ消防化学

取締役 中頭 徹男

1



会社概要

 所在地

長崎県大村市平町1933

 事業内容

・消防自動車の製造・販売

・消防設備点検業務

・消防・防災用品の卸・販売

（火護之守シリーズ）

 営業所

東京、名古屋、大阪、福岡、

熊本、大分、佐賀
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昭和54年 ナカムラ商会開設
平成2年 社名変更
「株式会社ナカムラ消防化学」

平成15年 消防ポンプ自動車
製造メーカーとして業務開始。
（全国8社のみ、九州では1社）

平成24年 本社移転

会社沿革



企業理念
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を掲げ、“社会に貢献すること”、“地域に必要
とされる企業”を目指しています



ＳＤＧsに関する取組について
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2018年8月、JICA民間連携事業 案件化調査 採択
「タイ国 森林火災対策にかかる多機能消防ポンプ導入に
向けた案件化調査」
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タイ国課題

健康被害の深刻化
⇒結膜炎、呼吸器系、肺がん等

・焼畑農業に起因する森林火災によるヘイズ（煙害）の発生増加
・消防機材・技術の質の低さ

森林・環境破壊

大気汚染
経済的影響
⇒大気汚染による交通・
運輸業への支障
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西日本新聞 2019年1月22日付



【国内】
長崎大学、京都大学他
【タイ側】
タイ国工業省
タイ国チェンマイ市
チェンマイ大学
メージョー大学他

可搬消防ポンプの導入による
消防機材・技術の質向上

ナカムラ消防化学
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持ち運び可能な小型消防ポンプ・操
法の導入により、街中の狭い場所や
山岳地帯でも消火活動が可能

→ヘイズ発生を抑制

→健康被害の軽減、環境維持、
経済損失の軽減



プラスα
の効果

農業にも可搬消防ポンプを活用する

タイ国政府の取組んでいる「高地を利用した、コーンやシュガー
コーンの高付加価値野菜の生産促進」につながる

水不足の課題を解決
容易に害虫駆除ができる

収穫の増加により、農家の収入向上

可搬消防ポンプを農業組合や地域社会組織などに普及すること
により、遠隔地集落でも消火活動が可能となる。
消防機材・操法の需要が高まることで、現地製造を行うなど新しい
技術の基盤を作り、産業発展が見込める。
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今後の展開とＳＤＧsの関連性
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草の根事業
 国際防災イノベーション会議（仮称）の実施（長崎大学の協力）
→工業・農業を含めたビジネスマッチングの機会
→友好都市締結への提案
→海外との人的・経済的交流の促進

実証事業・ビジネス化
 消防に関する規格提案
 消防機材の現地製造、自衛消防（操法）システムの輸出
 メコン総合研究所を活用した販路開拓の構築


